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中⾺誠, ⽇⾼央, 渡邊綱正：切除不能肝細胞癌における Atezolizumab+Bevacizumab の治療効果、安全性に関す
る多施設共同研究. 第 44回⽇本肝臓学会⻄部会, 岡⼭, シンポジウム，2021, 12. 
 
⻄村正基，杉森⼀哉，⾦⼦卓，三輪治⽣，前⽥愼：維持透析患者の内視鏡的胆管結⽯除去術における抗⾎栓薬の
マネージメントに関する検討．第 113回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会 主題 9「内視鏡治療における抗⾎
栓薬薬マネージメントの現状と問題点」（Web開催），2021，12．  
 
遠藤和樹，杉森⼀哉，⾦⼦卓，三輪治⽣，前⽥ 愼： EUS-HGS における Niti-STM S type stent spring stopper の
使⽤経験．第 113回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会 主題 8「胆膵疾患に対する Interventional EUS の最前
線」（Web開催），2021，12． 
 
⼾塚雄⼀朗，杉森⼀哉，三輪治⽣，⾦⼦卓，前⽥愼：悪性肝⾨部胆管閉塞に対する Inside stent の治療成績．第
113 回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会 主題 1「胆膵疾患に対する内視鏡ドレナージの治療戦略」（Web 開
催），2021，12． 
 
今井よい，遠藤和樹，⻄村正基，杉森慎，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，三輪治⽣，⾦⼦卓，杉森⼀哉，沼⽥和司，
前⽥愼：⼗⼆指腸乳頭部⽣検後に重症急性膵炎を発症し集学的治療で救命し得た⼀例．第 367回⽇本消化器病学
会関東⽀部例会（Web開催），2021，12． 
 
澤⽥敦史，平澤欣吾，國崎主税，前⽥愼：胃 GIMT に対する内視鏡的切除術の治療困難性の検討.第 3回内視鏡
的全層切除・縫合法研究会, 東京, 2021, 12. 
 
佐藤博紀，佐藤知⼦，平澤欣吾，住⽥純⼦，尾関雄⼀郎，澤⽥敦史，⻄尾匡史, 池⽥良輔，福地剛英，⼩林亮介，
佐藤勉，國崎主税，前⽥愼：⾷道カンジダに合併し診断に難渋した⾷道 squamous cell carcinoma の１例．JSGE
関東⽀部例会（WEB開催），2021，12. 
 
古澤 享⼦，厚坂 励⽣，⾕⼝ 勝城，藤井 紘⼤，⻄⽥ ⼤恭，⼤坊 侑，荒⽊ 謙太郎，渋井 俊祐，中森 義典，池
⽥ 礼，班⽬ 明，⻄尾 匡史，松林 真央，⼩柏 剛，藤井 彩⼦，芝⽥ 渉，⽊村 英明，国崎 玲⼦，前⽥ 晃樹，
稲⼭ 嘉明，前⽥ 愼．回腸クローン病変の膿瘍波及により直腸の多発結節隆起を呈した⼀例．第 113回⽇本消化



 

 

器内視鏡学会関東⽀部例会，東京（Web開催），2021, 12. 
 
湯川達，中森 義典，渡部衛，⽵内加奈，⼤⽮浩貴，豊⽥純哉，平⼭敦⼤，池⽥礼，班⽬明，⻄尾匡史，松林真
央，⼩柏剛，藤井彩⼦，芝⽥渉，⽊村英明，国崎玲⼦，稲⼭嘉明，前⽥愼．妊娠中に発症し救命しえた劇症型ア
メーバ⼤腸炎の 1 例．第 367回⽇本消化器病学会関東⽀部例会，東京（Web開催），2021, 12. 
 
＜研究助成⾦＞ 
近藤 正晃（代）：肝細胞死により誘導される癌幹細胞化と癌悪性化のメカニズム．令和元年度科学研究費助成事
業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,195万円 
 
佐藤 健（代）：上⽪-間葉転換を介した膵臓癌進展メカニズムと治療標的への可能性の検討．令和元年度科学研
究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,208万円 
 
芝⽥ 渉（代）：臨床検体の網羅的遺伝⼦解析による胃癌不均⼀性メカニズムの解明．令和元年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,117万円 
 
前⽥ 愼（代）：エピジェネティックな変化を基盤とする新規胃発癌モデルの構築．令和元年度科学研究費助成事
業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,195万円． 
 
須江 聡⼀郎（代）:ISX に着⽬した⾮ H.pylori胃細菌叢除菌による胃発癌対策治療の確⽴. 令和 2 年度科学研究
費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和 2 年-4 年度）,143万円． 
 
中⾺誠：難治性肝癌の CD8陽性 T 細胞誘導を介した免疫療法改善の検討とバイオマーカーの構築．⽂部省科学
研究費助成 (基盤 C)，416万円 2021〜2023 年度． 
 
中⾺誠：進⾏肝細胞癌における治療⽅針（分⼦標的治療、免疫治療）決定のためのバイオマーカーの確⽴．横浜
市⽴⼤学先進医療推進事業，270万円 2020〜2022 年度． 
 
杉森⼀哉，杉森慎，前⽥愼：ct-DNA と剖検検体を⽤いた膵癌化学療法中に⽣じる 3次元的遺伝⼦変化の解明．
⽇本学術振興会 科学研究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究(C)，令和 3 年度 143万円. 
 
⾦⼦卓：肝内胆管癌に対する PIC3K 阻害薬及び Wee1 阻害薬の臨床応⽤に係る基盤研究．⽇本学術振興会 科
学研究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）若⼿研究，令和 3 年度 247万円. 
 
杉森慎：膵癌診断におけるリキッドバイオプシー実⽤化に関する研究．横浜市がん研究助成，学内先進医療事業，
令和 3 年度 50 症例． 
 
杉森慎：⾎中循環腫瘍由来ドライバー変異遺伝⼦の定量的モニタリングの臨床的有⽤性に関する研究．横浜市が
ん研究助成，学内先進医療事業，令和 3 年度 50 症例． 
 



 

 

杉森慎：⾎中循環腫瘍由来ドライバー変異遺伝⼦の定量的モニタリングの 臨床的有⽤性に関する研究．⽇本膵
臓病研究財団，膵臓病研究奨励賞，50万円． 
 
杉森慎：PanCAN Young Investigator Award, パンキャンジャパン，1,200 USD． 


